
近代における炉操業と鉄山師

島根大学教授　相良英輔

奥出雲の製鉄業

輸入した鉄鉱石による製鉄業がおこる以前、日本では砂鉄を原料として鉄をつくってい

た。いわゆるたたら製鉄業である。たたら製鉄業による鉄生産高は中国地方が圧倒的に多

かった。なかでも「帝国統計年鑑」や各県の「統計書」をみると、明治20年ごろまでは、

島根県が全国鉄生産高の50%を占めている。しかし、その後鉄鉱石を輸入し、高炉による

近代的製鉄業が発展するに伴い、島根県のたたら製鉄業は徐々に衰退していった。ただし、

明治30年代前半までは、産業として大きな影響力をもっていた。島根県の鉄生産高を年次

に見ると、明治12年、約176万貫(6,600t)、 13年、 216万貫(8,100t)であったが、松方

デフレ時期を別として、明治19年～36年までの平均では、約155万貫(5,810t)になり、

次第に減少していき、 32-34年の平均は、93万貫(3,487t)となっている。そして、大正

中期には、たたら製鉄業はほぼ終息するのである。

明治20年の島根県内の生産地を郡別にみると第1表のようになる0

第1表　明治20年　郡別鉄鋼関連生産高

出 雲 地 方 石 見 地 方

合 計

仁 多 . 大原 郡 能義郡 飯 石邪 邑智郡 那賀郡 美濃 郡 遜摩 .安潰郡

砂鉄 (貫 ) 1, 25 0, 2 03 37 0, 5 99 1, 0 36 ,5 1 7 2 ,1 99 , 17 7

1, 15 3, 6 7

0

9, 2 5 1 3 16 , 98 7 6, 33 6 ,40 6

薪炭 (貫 ) 1, 64 6, 6 98 58 8, 89 4 1, 14 4 ,8 13 2, 2 02 ,4 2 7

1, 36 2, 5 7

5

4, 1 60 3 6 7, 76 1 7, 39 7, 3 30

諸入 費 1 9, 9 59 4 , 50 9 10 ,1 03 12 ,3 2 5 ll ,3 2 6 1, 5 03 7 89 , 524 6 0, 50 8

粗

鉱

鍋 (貫 ) 6 9, 57 4 19 % 3 1, 33 3 32 % 3 3, 6 38 13% 13 ,7 2 1 4 % 0 0 % 0 0% 0 0% 14 8, 26 7 10%

」h S ) 16 9, 05 7 46 % 4 3, 23 2 45% 14 1, 3 68 5 5% 32 6 ,3 79 88 % 26 3 , 168 98 % ), 2 51 10 0% 6 2 , 16 5 9 8% 1,0 14 , 62 1 '1¥

梅 (貫 ) 12 7, 55 3 35 % 22 , 63 6 23% 8 1, 9 8 1 3 2% 2 9 ,5 95 8% i,2 85 2 % 0 0% 1,4 30 2¥ 2 69 , 48 1 19%

小 計 3 66 , 18 4 100 % 97 , 20 1 1 00% 2 5 6, 9 87 100 % 36 9 ,6 95 10 0% 2 6 9 ,4 53 1 00 % 9, 25 1 10 0% 6 3 ,5 95 100 % 1,4 32 , 36 9 lo咋

鍛 鉄 ( 貫 ) 170 , 77 0 6 1,2 11 14 1, 39 2 6 1 ,32 1 8 1, 7 18 5,9 4 0 0 5 22 , 35 3

製鉱所 (カ所 ) 9 4 6 34 15 1 1 7 0

割 鉄 鍛 治 所 13 18 10 15 12 1 1 7 0

(注)貫未満、円未満は切捨てである。 『新修島根県史』 (通史編2 ・近代)の表2-98を改表。原典は

「島根県広報」 198号による。

ー　75　-



この表からわかるように島根県域の製鉄は、仁多・大原・能義・飯石4郡の出雲地方の
みならず、邑智、那賀、美濃、適摩五郡の石見地方でも盛んであったことがわかる。

まず、砂鉄の生産をみると、石見地方の生産力が最も高い。砂鉄には、山砂鉄、川砂鉄、

浜砂鉄(海岸)がある。さらにその種類として、真砂砂鉄と赤目砂鉄がある。真砂砂鉾は出

雲地方の山地から多く産出された。

赤目砂鉄は角閃岩を混有した花蘭岩または閃緑岩を原石とし、鋳物の原料となる銃が多

くでき、石見地方では赤目砂鉄が多く採取された。特に邑智郡下は県下で最も砂鉄の生産

が多い。近世期においても島根県境の山地では砂鉄を広島藩に移出していたのである。

たたら操業による生産物は粗製鉱物で、鋼、銃、紐に分けられる。鋼はいわゆる釦、鋼

鉄である。銃は鋳物鉄のことで鍋、釜の原料となり、たたら操業中にたたらの底から外に

流れ出てくる。紐は、鋼と銃を含み、炉内に生成し、操業終了と同時に炉を壊して取りだ

す。これを破砕して鋼と銃などに別け、一部脱炭して錬鉄(割鉄または包丁鉄)とし、農具、

刃物などの材料鉄になる。

第1表において、鋼、銃、紐別生産比率をみると、県合計では圧倒的に銑生産が多く、

70%を占める。しかし、出雲地方と石見地方では、その比率に大きな差があり、石見地方

では銃の生産比率がさらに高くなる。出雲地方の仁多・大原郡の銑比率は46%であるが、

石見地方の邑智郡は88%になっている。これは前述したように出雲地方の山が真砂砂鉄を

多く含み、石見地方で採取される砂鉄はほとんど赤目砂鉄であることによる。

また、製鉱所(餌場)のヶ所数を郡別にみると、邑智郡が最も多く、ついで那賀郡となっ

ている。仁多・大原郡や飯石郡は鋼、銑、栂の合計生産量が多いのにもかかわらず、精鉱

所(餌場)は少ない。石見地方には小規模の精鉱所(餌場)が多いことを示している。

奥出雲地方の鉄師たち

奥出雲には近世期から製鉄業を営み、松江藩のたたら製鉄業を常にリードし、 「奥出雲の

3大鉄師」と称された飯石郡雲南市吉田町の田部家、仁多郡仁多町の桜井家、同郡横田町

の麻原家がある。この3家はそれぞれ鉄師頭取を交互に勤め、製鉄業の規模も他の製鉄業

者と比較にならない程、大規模であった。

明治以降、この3家はいずれも田畑100町歩以上を所有する地主であり、さらに製鉄業

に必要な木炭を生産する山林を数千町歩から3万町歩を所有していた。

第2表は仁多郡における明治12年の半年間の炉操業者別生産高と鍛冶屋の小割鉄生産

高である。

15家((7)の藤原家と鹿田家はあわせて1炉を持っているので1家とみなす)のうち、

6家が餌場と鍛冶場を持っている。横井三郎衛門家は2つの炉場を持ち、鍛冶場も3ヶ所

にある。この外、麻原家とト蔵家も2つの鍛冶場を持つ。

ト蔵家も近世前期から大規模に炉操業していた鉄師の家である。第2表の(10)-(15)の6

家は鍛冶場操業のみである。
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第2表　仁多郡明治12年1-6月の生産者別鉱物生産高(鋼・紐・銑・小割鉄)　　　　(単位:貫)

生 産 者 炉名 鍋 . 紐 . 戟 小割鉄 鍛治場名

(1 )大谷村 麻 原 権 造 鉄 穴 炉 31,859.5 15,312.0 三森原 .小 峠

(2 )上阿井村 樫 井 三 郎 右 衛 門
宇 根 炉 42,361.5

40,872.0 内谷 .木地谷 . 奥内谷
槙 原 炉 33,173.0

(3 )竹 崎村 ト 蔵 甚 兵 衛 If ip 18,340.0 6,910.0 原 . 滝 ノ谷

(4 )亀嵩村 梅 木 市 郎 右 衛 門 m ォ m 10,468.0 3,957.0 加 食

(5 )大 呂村 ト蔵 助 一 右 衛 門 龍 ノ 駒 炉 2,000.0

(6 )高尾村 仁 多 元 右 衛 門 野 土 翁戸 32,910.0

(7 )上阿井村

下阿井柑

藤 原 勝 十

鹿 田 丈 四 郎
八 代 谷 炉 23,000.0 3, 823.9 八幡 山

(8 )大馬木村 枝 木 林 五 郎 外 1 人 長 廻 炉 5,123.2 3,970.0 大 峠

(9 )八川村 藤 原 大 蔵 小 八 川 炉 16,043.0

(10)八川柑 三 谷 輿 一 右 衛 門 - 4,261.2 山 崎

(11 稲原村 藤 原 重 蔵
- 1,440.0 小人用

(12)上阿井村 駒 原 文 兵 衛 - 1,353.5 上 阿井 町

(13)亀 嵩村 伊 藤 儀 八 郎
- 4,461.7 亀 嵩

(14)亀 嵩柑 石 原 宇 三 郎 - 3,640.0 亀 嵩

15 高 田村 藤 原 億 之 助 - 960.0

合 計 215,278.0 90,961.0

林原家文書「郡中坑業物取調表」

近代麻原家の炉操業

第3表は明治12年八川村麻原

権造家における鉄穴炉の年間粗鉄

(鋼・紐・銑)生産高と鍛冶場の

小割鉄生産高を示したものである。

年間65,276貫(約244t)の鉱物

をを生産しているが、その内訳は

銑50%、栂33%、鋼17%である。

価格による比率は、銑40%、栂

26%であり、単価の高い鋼の価格

第3表　麻原権達家鉄穴炉明治1 2年の年間鉱物生産高

生 産 物 生 産 高 (貫 ) % 価 格 %

鍋 ll, 35 3 .5 1 7. 4 2 ,3 2 7 円58 .6 3 3. 6

紐 2 1 ,49 3 .0 3 2. 9 1,1 円43 .6 2 6. 1

銑 32 ,4 30 .0 4 9 .7 2 , 79 3 円4 0.4 4 0 .3

小 計 65 ,2 76 . 5 10 0 6, 92 9 円4 2. 6 10 0

小 割 鉄 28 , 560 . 0 7, 94 6 円3 7. 0

麻原家文書「郡中坑業物取調表」

比率は約34%と高くなっている。

これら粗鉄は鋼以外鍛冶場で脱炭したが、この錬鉄を小割鉄といった。付加価値を付け

た製品であるから、価格的には粗鉄製品よりはるかに高い。

第4表は麻原家の明治13年炉操業の年間収支とその比率を見たものである。粗鉄の約

54%は銃である。代価も銑が47.7%を占め、最も多い。

次いで、生産量は鉄鋼の順であるが、鋼の単価は栂の倍になるため代価は紐よりも鋼
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が多い。銃、栂は殆んど麻原家の経営

する鍛冶屋に納入されたが鋼は地元の

仲買人に販売し、彼らはそれを大阪や

北国-移出した。

支出をみると、砂鉄が34.7%で多く、

次いで木炭であり、この二つで66.7%

を占める。労賃としての職工費と諸日

雇賃はあわせて17.2%になり、砂鉄代、

木炭代、労賃が支出の3大品目である

ことがわかる。

明治13年には純益約1,963円を出し

ている。明治13年から14年の前半ま

では10年の西南戦争以来のインフレ

のピーク時にあたり、粗鉄の価格が高

く、比較的大きい利益をあげることが

できた。 14年も2,214円の利益を得て

いる。

しかし、 14年後半からは、松方デフ

第4表　明治13年麻原家炉操業年間収支

生産高 (単位 : 貫) 代 価 1 貫単価

収

入

鍋 12,331.5 3,055 円34.5 24 銭8

m 23,132.0 2,821 円74.3 12 銭2

戟 41,086.0 5,358 円5 1.5 13 ISO

計 76,549.5 ll,235 円60.3 14 銭7

支 出品 目(単位 : 寡) 支 出 高

支

也

砂 鉄 417,456.5 3,221 円44.2

木 炭 330,341.5 2,952 円20.8

職 工 賃 568 円68.4

諸 日 雇 貸 1,033 円62.2

炉 土焼木 代 139 円45.0

諸 雑 費 1,353 円50.8

計 9,268 円91.4

収支純益 1,966 円68.9

(注)原史料の計数に若干の誤りがあるが、無視できる誤
差なのでそのままにした。栂、銃の残品がそれぞれ12,665
貫と54,987貫あるが、それも代価の中に含める。

麻原家文書「明治13年炉計算」

レ政策の影響を受けて、粗鉄の価格も下落していき、 15年は1,093円の赤字、 16年にも

1,056円の赤字となっている。

ちなみに、最も出荷量が多く、売上代価の高い銃について、 1貫あたり単価を13年から

16年まで示すと、 13銭、 15銭1度、 9銭6厘、 7銭となっており、 15年以降急激に下落し

ている。鋼、栂についても同様に価格は下がっている。

炉製鉄業は運転資金が莫大であり、多くの人を雇うので、粗鉄の価格が高いときは大き

な利益をあげるが、下落していく時は赤字も大きい。

砂鉄の採取は自分持山の砂鉄を採取したり、他人の採取した砂鉄を購入したりする。し

たがって砂鉄採取は冬の農閑期における農民の副収入になっていた。明治8年の川砂鉄購

入先をみると、大谷村、三成村、郡村、横田村、高尾村、佐白村、亀嵩村の6ヶ所にわた

っている( 「明治9年炉鍛冶場出鉱諸費書出目録」)。いっぽう炭は、製鉄業者の自分持山で

山子といわれる炭焼人によって生産された。

第5表は、明治13年締原家の鍛冶場二ヶ所(馬木村の小峠鍛冶場と八川村の三森原鍛冶

場)の収支を見たものである。鍛冶場では炉場で生産された粗鉄の銑鉄と、栂を小さく割

ったものを購入し、それを割鉄あるいは包丁鉄、割鉄といわれる製品にしていく。割鉄は

品質によって多少異なった。

支出品目をみると原料である銃、栂、細栂の占める比率が圧倒的に高く、なかでもその

大半は銃である。小炭の比率は炉場での木炭の比率のような大きなものではない。

鍛冶場の支出で特徴的なものは、 「鉄輸送費及買入費」である。製品である割鉄の多くは
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松江で販売された。 「明治

9年、炉鍛冶場出鉱諸費

書出目録」によると、明

治7年の麻原家の割鉄は、

その殆んどを松江におい

て他県から船でやってき

た顧客に販売している。

わずかながら地元で加工

商品をつくる小鍛冶屋に

販売している。

横田から松江-の輸送

ルートは、斐伊川支流か

ら本流、そして宍道湖を

めざして馬と川舟で、佐

白、木次、大東、下分、

加茂、庄原、宍道、玉湯、

松江まで運んだ。交通手

段は、馬と川舟である。

従って、その運送コスト

は、かなり大きなもので

あった。松江に運ばれた

第5表　明治13年麻原家鍛冶場2ヶ所の収支

収

入

鉄 製 品 種 生 産 高 代 価 貫 当 た り単 価 (戟 )

上 鉄 2 6, 58 0 貫 9 ,6 37 円4 6 .5 36 .3

大 鉄 34 8 貫 112 円4 7 .6 32 .3

秩 3, 00 0 貫 98 1 円50 .0 32 . 7

秩 42 0 貫 127 円4 2 .9 30 . 3

計 3 0, 34 8 貫 10 ,8 58 円8 7 .0 3 5.8

支

也

品 目 製 鉄 元 高 代 価 1 駄 (20 貫 )単価

銑 3 6, 09 9 貫 4 ,5 72 円4 1.5 2 円53 .3

鍾 7, 22 0 貫 9 14 円50 .0 2 円53 .3

細 鍍 3, 25 6. 5 貫 4 12 円4 7 .9

小 炭 70 石1 斗6 升6 合 6 59 円21 .9

職 工 貸 金 1 ,6 18 円4 5 .0

諸 日雇 賃 29 7 円78 .8

諸 雑 費 5 02 円8 5 .0

鉄 運 送 費

及 売 入 費
1 ,0 1 1 円60 .0

計 9 ,9 89 円30 . 1

収 支 純 益 8 69 円56 .9

(注)原史料の多少の誤差があるが、無視できる範囲とみなし、そのま
まとした。

麻原家文書「明治13年鍛冶場2ヶ所計算」

割鉄は諸国廻船により、

大阪、北国方面に販売されたのである。さて、鍛冶場二ヶ所の明治1 3年の収支は、 869

円の純益である。 14年も1,094円の利益を出しているo　しかし餌場と同様15、 16年には

それぞれ、 299円、 237円の赤字を出している。 1貫あたり上鉄の単価を13年～16年まで

みると36銭3厘、 43銭5厘、 36銭3厘、 26銭5厘となっており、特に16年に急落して

いる。

松方デフレ期の不況により鉄需要が激減して価格を下げたのである。伊吹操業には赤目

砂鉄を用い四昼夜連続操業して銃とわずかの紐をつくる4日押(銑押法)と、真砂砂鉄を用

い、 3昼夜連続操業して銃と炉内に鋼と銃の混合した銀塊を生成させる3日押(紐押法)が

あった。銑押法における銃は炉内で融解した銑鉄を炉の下方にあけた穴から流出させるが、

栂押法でも約半分は銑として流出したのである。出雲地方の砂鉄は真砂砂鉄が多かったの

で、多くの場合、 3日押法によって、銃、紐、鋼を生産した。

1回の操業期間である3昼夜を一代と呼び、近代以降は年間60-70代操業していた。

第6表は、麻原家の明治17年における三日押(栂押法)一代(1回操業)における生産高

を鉱種別にみたものである。一代の生産高は全部で3 7駄強(4 t強)である。銃が半分を

占め、残りが紐、鋼であるが、価格で見ると鋼が最も高い比率を占める。
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第7表は、 6表に示した操業時の

収入と支出を項目別に見たものであ

る。この時の支出は大炭、砂鉄、賃

金の順になっているが、支出の比率

は操業の時々により多少異なるが、

ほぼ木炭、砂鉄、賃金が3分1づつ

と見てよい。

砂鉄の量は1代に約18t使って

おり、できた粗鉄が約4 tであるか

ら、粗鉱生産に砂鉄はその4倍半を

使うことになる。

麻原家のような大規模な炉製鉄業

を営むには大量の砂鉄を採取し、炭

を使用するため、鉄山といわれる広

大な山林を必要とした。また、たた

ら製鉄業に従事する多くの労働者を

雇用したため、莫大な飯米を消費し

た。このことから必然的に大山林地

主となり、大地主にもなっていった。

明治14年の「島根県管内耕宅地反別

地価壱万円以上持丸長者一覧表」 (蘇

原家所蔵)によると、麻原家の耕宅

地は127町7反2畝歩(地価5万8

千885円)となっている。

第8表は明治36年頃の麻原家の

炉鍛冶場所在地と、その従業員戸数

ならびに家族を含めたいわゆる山内

人口を示したものである。餌場と鍛

冶場の労働者の居住地を山内と称し

ていたが、この当時麻原家は3カ所

第6表　明治17年12月26日麻原家3日押による1操業
あたり生産高

鉱 種 生 産 高 % 価 格 %

ft 19 .3 3 駄 (2 , 174 . 60 0 k g) 5 1.3 26 円0 9 .6 3 6 .6

栂 9 . 77 駄 (1, 099 . 12 5 kg ) 25 .9 12 円 70 . 1 17 .8

鍋 5. 59 駄 (96 6. 37 5 kg 22 .8 32 円 49 .0 4 5 .6

計 3 7. 69 駄 (4 , 24 0. 10 0 kg ) 10 0 7 1 円28 . 7 100

麻原家文書「勧業家江書出控」

第7表　明治17年12月26日操業の収支

＼ 金 額 %

収入 一 式 71円28.7

支出

砂 鉄 4,826.4貫(18,099 kg) 17円23.4 30.7

大 炭 4,532.0貫(16,995 kg) 21円27.0 37.8

賃 金 一 式 17円71.3 31.5

小 計 56 円21.7 100

収支(収益) 15 円07.0
＼

麻原家文書「勧業課江書出控」

第8表明治38年頃の炉鍛冶場所在地と山内戸数・人口

所 在 地 戸数 人 口

仁 多郡八川相 鉄穴伊 39 19 6

仁 多郡亀嵩村 鹿谷炉 18 10 8

大原郡阿用村 大林炉 10 5 3

仁多郡馬木村 小 峠鍛冶場 26 1 37

仁多郡八川村 奥炉鍛冶場 On 116

比婆郡八鉾村 三 野原鍛冶場 18 74

計 13 3 6 84

麻原家文書「林原製鉄事業概況」

の炉場と同じく3カ所の鍛冶場を擁

していた。 1戸に1人の労働者がい

たと見て、 133人の炉鍛冶労働者を雇用していたことになる。麻原家の居住地に隣接して

いた鉄穴炉の山内が最も規模の大きなものであった。

明治9年の「炉鍛冶場出鉱諸費書出目録」によると、鉄穴稼ぎ、餌場、鍛冶場、炭焼、

鉱品の運送など鉱山に関係して麻原家が雇用している人員は393人(男227人、女166人)、

村方の作間稼ぎである臨時の日雇いは530人、製品である割鉄などを松江まで運送する駅
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場人員は263人(馬士207人、船頭56人)となっている。

明治36年頃記された「麻原家製鉄事業概況」によると、麻原家の駄馬の総数は152頭で

ある。これらの馬は、麻原家によって買い入れ、これを小作人や小農民に日常の使役馬と

して貸与し、同時に麻原家の炉製鉄業関係の原料、製品の運搬をも担当させた。借主は年々

その運搬貸金のいくらかを拠出し、馬代金に相当する金額を償却したら、馬は借主の所有

となった。この方法を手馬法の制といった。麻原家の荷車の総数はおよそ60余車両であった

が、これも同じく手馬法の制によっておこなわれた。

この頃の麻原家の事務員は、本店、餌場、鍛冶場あわせて手代29名となっている。

麻原家の鉱晶の販路をみると、明治25年ころまで、錬鉄(割鉄)は専ら松江市において全

国の廻船を顧客にし、さらに諸港において直接注文してきた客にも廻船によって出向き、

売却した。明治27年には大阪に支店をおき、主に大阪に販売し、一部北国その他の地方に

も販路を求めた。

鋼は地元仲介人に折地鋼(粗製晶)のまま売却していた。明治24年から折地鋼のほかに

造鋼(精製品)を製造し、大阪や北国地方に販売した。明治17年には東京海軍省軍事部か

ら鉄、鋼各1万斤の注文を受け納入している。その後、東京及び呉、佐世保、横須賀の各

海軍工廠-多量の鉄鉱を納入した。

麻原家の鉄製品には外国人をはじめ、工部省、海軍など早くから注目しており、次々に

視察に訪れている。明治9年には、イギリスのゼ-ムスワットソンがきており、同16年に

は、 6月に工部省、 10月には海軍から技術者が訪れている。

海軍は、 29年に麻原家の錬鉄を注文して後、 30年、 31年、 34年、 35年と、たびたび麻

原家を訪れるようになった。加地至「明治期中国地方たたら製鉄業の地域動向と海軍需要」

( 「瀬戸内地理」第10巻)によって、麻原家が呉海軍造兵廠、呉海軍工廠から受注した鉄類

をみると、明治31年には玉鋼、頃鋼32.5t、紐鉄89.5t、包丁鉄57.5tとなっている。し

かし、日露戦争直前の明治36年には玉鋼、頃鋼350t、鎗鉄300t、包丁鉄400tを受注し、

戦時の37、 38年にも大量の鉄鋼を納入している。当時の雲伯産の錬鉄と鋼類は、呉造兵廠

の兵器用特殊鋼材(大砲、砲弾、装甲版などに用いる)の原料として極めて重要な地位を占

めていた。明治30年10月呉鎮守府長官を勤めた山内万寿治は、麻原家を訪れたことがあ

り、明治34年、 35年の貴族院予算委員会で発言し、大砲と砲弾の原料は国内産7割であ

り、技術指導により、国内産の品質も揃うようになったこと、海軍の取引先は田部、樫井、

近藤、麻原の4軒に限っていること、 4軒で年間2,000トンまで生産できる、と述べてい

る。

炉製鉄の廃絶

明治27年、釜石鉱山田中製鉄所はコークス製銑に成功し、中国地方の銑鉄生産を凌駕す

る。さらに明治34年国営の八幡製鉄所が操業を開始し、数次にわたる失敗の後に、 37年

より銑鉄一貫生産を確立する。

一方において、明治20年代、 30年代、銑鉄、鋼材ともに輸移入は拡大している。軍工
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廠の生産を除いた国内銑生産は、明治20年12,992tであるが、同33年には21,357tに増

えている。その内訳をみると中国地方の生産は10, 153tから5,336tに減少し、釜石が1,492

tから13,682 tに急増しているのである。在来の炉製鉄業が衰退し、釜石におけるコーク

ス製鉄が躍進していることを示している。

しかし、輸移入についてみると明治20年、 6,535tであったものが、 33年には23,758

tと3.6倍に増えている。この時点では、まだ八幡製鉄所も操業しておらず国内生産量よ

りも輸移入が多くなっているのである。鋼材にあっては、明治20年軍工廠生産を含まない

国内生産量は4,833tであるが、33年には2,387tに減少している。輸入についてみると、

明治20年、 67,529tであるが、 33年には2,387tに減少している。

明治20年代、 30年代、民間の鉄鋼需要の多くは既に輸入に依存するようになっていた

のである。 (大石嘉一郎編「日本の産業革命」所収高相直助、 「第一章産業・貿易構造」)。

『農地改革顛末概要』による奥出雲・吉田村田部家の「たたら」生産状況によると銑鉄の

生産は明治元年、 6,498駄(731 t)、同31年、 4,348駄(493t)、その後徐々にふえ、 36年、

6,056駄(6811)をピークに以後減少しはじめ、大正元年、 2,818駄(317t)、大正9年には

1,233駄(138t)になっている。

明治41年2月、貴族院予算委員会で呉工廠の製鋼原料について質問を受けた海軍大臣の

斎藤貫は、今まで雲伯(島根、鳥取)の生産品を用いるつもりでいたが、価格が非常に高く、

スウェーデン銑鉄1 tあたり74.5円に対し、雲伯産銑鉄は120円もし、品質も劣ると答弁

している(加地　至「明治期中国地方たたら製鉄業の地域動向と海軍需要」 )。田部家では

「40年度ヨリ又々不景気二陥り工廠納メモ隣分多量ノ口実ノ下二半額迄値引ノ強請ヲ受

ケ泣々捨売」 ( 『新修島根県史』資料編・近代下)する状況になっていた。

大正5年から7年までは第一次大戦の影響で一時的に銑鉄需要が高まり、生産の復活と

なるが、戦後は急激に価格は下落していき、炉製鉄業の経営は困難となり、廃業においこ

まれることとなった。
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